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Q

湯
沢
町
の
財
政
が
非

常
に
厳
し
い
状
況
に
あ
り

町
有
施
設
の
検
証
な
ど
議

論
が
始
ま
っ
た
が
、
今
後

の
財
政
の
取
り
組
み
と
、
そ
れ
に
よ
り
町

民
負
担
を
求
め
る
こ
と
は
な
い
か
。

A

持
続
可
能
な
行
政
運
営
を
目
的
に
、

財
政
調
整
基
金
や
湯
沢
心
の
ふ
る
さ
と
基

金
の
残
高
に
目
標
額
を
定
め
る
な
ど
取
り

組
ん
だ
が
、
現
在
の
収
支
に
不
均
衡
な
懸

念
状
況
に
あ
る
厳
し
い
財
政
状
況
が
浮
き

彫
り
に
な
っ
た
。
現
在
の
レ
ベ
ル
３
を
何

ら
か
の
手
を
打
っ
て
レ
ベ
ル
４
ま
で
回
復

さ
せ
た
い
。
各
施
設
の
使
用
料
な
ど
適
正

な
受
益
者
負
担
に
つ
い
て
検
討
し
、
収
支

の
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

Q

湯
沢
学
園
保
小
中
一
貫
教
育
１０
年
を

迎
え
、
町
長
の
総
括
と
今
後
の
課
題
は
。

A

順
調
に
成
果
を
上
げ
た
が
、
コ
ロ
ナ

禍
等
で
大
き
な
影
響
を
受
け
た
こ
と
は
課

題
で
あ
る
。
総
合
教
育
会
議
に
お
い
て
目

標
設
定
を
行
い
、
教
育
施
策
の
充
実
を

図
っ
て
い
く
。

Q

子
供
家
庭
セ
ン
タ
ー
の
設
置
、
具
体

的
な
役
割
は
何
か
。

A

子
供
家
庭
セ
ン
タ
ー
設
置
で
業
務
は

集
約
で
き
、
家
庭
の
出
産
前
か
ら
子
育
て

期
の
相
談
事
や
入
院
時
、
検
診
や
予
防
接

種
の
申
し
込
み
や
相
談
な
ど
も
同
じ
窓
口

で
で
き
て
利
便
性
が
向
上
す
る
。

Q

地
域
の
安
全
安
心
の
た
め
に
も
減
少

す
る
消
防
団
員
の
確
保
は
急
務
、
若
者
が

増
え
て
い
る
と
は
言
え
入
団
者
は
少
な
い
、

そ
の
対
策
を
伺
う
。

A

消
防
団
活
動
に
理
解
を
い
た
だ
く
と

と
も
に
処
遇
改
善
、
組
織
の
再
編
成
を
進

め
魅
力
あ
る
消
防
団
を
め
ざ
す
。

Q

各
町
内
会
に
あ
る
防
災
組
織
の
活
動

が
み
え
な
い
、総
合
防
災
訓
練
だ
け
で
は
町

民
の
防
災
意
識
は
高
ま
ら
な
い
、
行
政
に

よ
る
さ
ら
な
る
指
導
が
必
要
で
は
な
い
か
。

A

町
内
会
長
会
議
で
防
災
体
制
の
再
確

認
と
自
主
防
災
組
織
補
助
金
を
活
用
し
た

活
動
の
活
性
化
を
お
願
い
し
た
。

Q

設
置
の
進
む
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
ス
ピ
ー

カ
ー
を
利
用
し
た
町
民
向
け
広
報
を
し
な

い
の
か
、ま
た
防
災
ラ
ジ
オ
の
配
布
状
況
は
。

A

災
害
な
ど
の
発
信
、
放
送
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
今
後
ど
の
よ

う
に
使
用
す
る
か
検
討
す
る
。
防
災
ラ
ジ

オ
１
，７
２
０
台
配
布（
残
１
，２
８
０
台
）。

Q

地
元
ス
キ
ー
選
手
が
減
少
し
て
い
る
。

選
手
を
増
や
し
、
育
て
る
手
立
て
は
考
え

て
い
る
か
。

A

湯
沢
町
の
ジ
ュ
ニ
ア
ス
キ
ー
に
対
す

る
支
援
体
制
は
高
い
レ
ベ
ル
に
あ
る
。
ス

キ
ー
選
手
減
少
は
、
近
年
の
ス
ノ
ー
ボ
ー

ド
は
じ
め
雪
上
ス
ポ
ー
ツ
種
目
が
増
え
、

分
散
し
て
い
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
も
要
因

で
あ
る
。

Q

童
画
の
街
づ
く
り
と
あ
る
が
拠
点
も

な
い
し
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
も
な
い
、
案

内
サ
イ
ン
が
あ
る
わ
け
で
も
な
い
。
街
づ

く
り
と
い
え
る
の
か
。

A

作
品
は
約
１
，０
０
０
点
、
観
光
施

設
、
銀
行
、
宿
泊
施
設
な
ど
に
展
示
、
新

潟
ふ
る
さ
と
村
な
ど
町
作
品
展
を
行
っ
て

い
る
。
新
た
な
活
用
方
法
も
提
案
を
受
け

て
い
る
の
で
拠
点
づ
く
り
は
引
き
続
き
検

討
し
て
い
く
。

Q

町
観
光
関
連
施
設
、
社
会
体
育
施
設

な
ど
財
政
運
営
指
針
に
よ
り
公
共
施
設
の

見
直
し
を
行
っ
て
、
町
長
の
言
う
四
季
観

光
の
確
立
が
で
き
る
の
か
。
さ
ら
に
湯
沢

高
原
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
な
ど
譲
渡
、
廃
止
の

判
断
は
い
つ
ご
ろ
か
。

A

１０
年
の
幅
を
も
た
せ
財
政
状
況
を
見

な
が
ら
判
断
す
る
が
、
観
光
に
関
連
す
る

施
設
に
つ
い
て
は
運
営
の
改
善
を
し
、
四

季
観
光
の
確
立
を
は
か
る
。
令
和
１６
年
を

め
ど
に
施
設
の
譲
渡
、
ま
た
は
廃
止
し
、

財
政
状
況
を
回
復
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。

Q

行
政
業
務
改
革
が
大
き
な
目
的
だ
が

デ
ジ
タ
ル
人
材
の
確
保
、
職
員
の
知
識
向

上
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
、
高

齢
化
率
の
高
い
湯
沢
町
民
の
認
識
と
理
解

を
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

A

新
た
な
時
代
に
対
応
し
た
町
役
場
、

推
進
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
も
と
窓
口
改
革
、

業
務
改
革
、
働
き
方
改
革
に
つ
い
て
検
討

を
深
め
て
い
る
。
国
の
制
度
を
活
用
し
、

ヘ
ル
プ
デ
ス
ク
の
設
置
を
継
続
、
遅
れ
を

生
じ
な
い
よ
う
体
制
整
備
し
、
町
民
対
応

も
し
っ
か
り
進
め
て
い
く
。

Q

昭
和
４２
年
建
設
の
湯
沢
町
役
場
、
調

査
結
果
に
基
づ
き
大
規
模
修
繕
、
も
し
く

は
建
て
替
え
と
あ
る
が
老
朽
化
し
、
町
民

の
使
い
勝
手
が
悪
い
現
庁
舎
は
人
口
減
少
、

Ｄ
Ｘ
化
に
伴
い
新
た
に
建
設
す
る
こ
と
が

望
ま
し
い
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

A

大
規
模
修
繕
、
建
て
替
え
の
時
期
、

建
て
替
え
の
場
合
の
新
庁
舎
の
機
能
、
規

模
、
資
金
計
画
な
ど
長
期
的
ビ
ジ
ョ
ン
で

の
検
証
を
始
め
る
。

代
表
質
問

町
長
の
施
政
方
針
に
対
す
る

３
月
１０
日

※

代
表
質
問
は
、
委
員
会
を
代
表
す
る
議
員
が
行
政
の
重
要
課
題
に

つ
い
て
執
行
部
に
質
問
す
る
場
で
す
。

町
長
の
施
政
方
針
は
町
広
報
３
月
２３
日
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
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問


